
 「地域建設業に関わる意見交換会」 

目 的  

  地域で頑張る建設業の声を政府に届けるため、建設トップランナー倶楽部有志、JC 建

設部会有志、建設新事業施策研究会（建設業の複業化を支援する 26 道県の担当者の勉強

会）による意見交換会を行います。 

  当日は中央省庁の関係者にも御出席をお願いします。また、当日に出た意見を、翌日

の建設新事業施策研究会でまとめ、政府に届けます。（報道公開） 

日 時  平成 22 年 5 月 17 日（月）16 時 15 分～18 時 45 分 

場 所  建築会館ホール（日本建築学会） 

参加者  定員 100 名 （別に報道席、傍聴席有り）        

主 催  建設トップランナー倶楽部、全国青年会議所建設部会 

     建設新事業施策研究会、地方建設記者の会 

プログラム  

 開会挨拶  管野伸一 管野組社長、建設トップランナー幹事  ：16:15～16:20 

 地域建設業から現状・意見（3 分/人、20 名） ：16:20～17:30   

 国の政策紹介（国交省、農水省、経産省の関係者） ：17:30～17:45 

 道県の施策紹介（５道県の施策及び現状報告） ：17:45～18:00 

 会場から意見、ディスカッション ：18:00～18:45 

 閉会挨拶  住田高寿 全国青年会議所 建設部会長 ：18:00～18:45 

  進行：建設トップランナー代表幹事 米田雅子（慶大教授） 

     建設トップランナー  幹事 深松努（深松組社長）宮城県 

     建設新事業施策研究会 宮城県土木部 主藤孝二、大山慶一朗 

 

 意見発表候補：この他にも発表者有ります。自由な意見交換も行います 

北海道  しずお農場 今井支配人（しずお建設）羊牧場、加工販売 

  北海道  砂子組 砂子社長  IT 施工、経営革新 

  青森県  工組 中野渡社長 地域貢献 

  山形県  大場組 大場社長 介護、観光、養殖など複業化 

  福島県  あおい 菊地社長 屋根付きグラウンド、コミュニティビジネス 

  神奈川県 キクシマ 菊島社長 まちづくり、観光振興 

  静岡県  白鳥建設 白鳥社長 森林再生、過疎地再生 

  富山県  三由建設 三由社長  JC 地域貢献 

  岐阜県  和仁建設 和仁社長 米作り、都市農村交流 

  岐阜県  セントラル建設 阿部社長 介護レンタル・リフォーム 

  岐阜県  たかやま林業・建設業協同組合 大山理事長 林建共働 

  三重県  レック  柳 代表 JC 地域貢献 



  和歌山県 川口建設 川口社長 林建共働 

  奈良県  吉井建設 吉井社長 地域活性化 

  兵庫県  森長組  森取締役 農業、地域活性化 

  島根県  隠岐潮風ファーム 田仲社長 肥育牛、定置網 

  長崎県  星野組 谷村社長 全国建設業協会広報委員長 

  宮崎県  国土開発コンサルタント 志多社長   地域貢献 

  鹿児島県 桑原組 桑原社長  森林再生、過疎地振興 

  沖縄県  建設新聞 大久社長 建設業の複業支援 

 

２ 開催によせて     

 公共事業を中心に建設投資の減少が続く中、一部の建設経営者は、地域の雇用を維持す

るため農林業や介護、リフォーム、環境事業など経営の複業化に長年にわたって取り組ん

できました。「建設トップランナー倶楽部」はそういった建設業者や、その支援者で組織し、

これまで４年半にわたって、建設業の新分野進出などについて情報の交換や全国大会、分

科会等を行ってきました。 

 このような中、昨年９月に誕生した新政権は、公共事業のさらなる削減を進める一方、

雇用対策として、建設業者の農業や林業への進出を支援する考えを示しています。しかし、

農業、林業への参入には時間がかかり、これから本格化する公共事業の急激な削減は、地

域の建設業の倒産を増加させ、地域経済の深刻な落ち込みや失業者の増加、災害対応の低

下を招く懸念があります。地域建設業の問題は離島、山間部、都市部に至るまで国土の“毛

細血管”のように存在し、北は北海道から南は沖縄まで全国各地の様々な地域に同時に深

刻な影響をもたらしつつあります。 

 このような状況を打開するために、建設トップランナー倶楽部では、本会の前に開催さ

れたシンポジウムでも取り上げた「国土調査とインフラ総点検を行う平成検地」を、将来

の国土管理の一環として、また建設業の雇用問題に対する迅速で広範囲な有効策として政

府に提案しています。しかし、さらなる抜本的な対策が必要です。 

 そこで、建設業を取り巻く経営環境が大きく転換しようとしている今、地域建設業のト

ップランナーと JC 建設部会が全国から東京に集まり、地域の声を政府に届ける緊急集会を

行うことになりました。現場の第一線で、前向きに自助努力を続けている方々に、現状の

取組みと意見を表明して戴きます。また、26 道県が参加する建設新施策研究会には、地方

自治体の取組みを紹介すると共に、当日に出た意見をまとめて政府に届けていただきます。

なお本会には、中央省庁の担当者にもご参加頂きます。 

 この難局を乗り切る方向を見いだすために、皆様の活発なご議論を期待します。 

 

                      建設トップランナー倶楽部代表幹事 米田雅子 

  


